
氏名 尾上　正人

大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目

【学内活動】
（学内職歴を含む）

特にありません。

専門分野

所属学会

研究課題

【教育上の特記事項】

【社会的活動】

全学科目「プロジェクト」において、地場産業（生駒茶筌、赤膚焼、奈良墨、奈良筆、奈良一刀彫、
広陵町のニット・靴下）の実地学習を行なった。

特にありません。

東京大学大学院人文社会系研究科第一種博士課程修了

博士（社会学）

産業社会学、社会生物学

最終学歴

【研究上の特記事項】 共編著『遺伝子社会学の試み』（日本評論社）を上梓した。単著論文３編、共著論文３編を収録。

令　和　２　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本社会学会、経済社会学会

人間社会の諸現象の社会生物学的研究

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・応用社会学特論Ⅰ・Ⅱ

授業科目

学部担当科目

・社会学基礎
・社会調査概論
・産業社会学
・産業と技術の発展
・社会体験実習
・プロジェクト
・演習Ⅰ～Ⅳ



共編著

単独

共同

令和2年10月
日本社会学会第93回
大会

数理社会学会第69回
大会

令和2年9月

日本評論社令和3年3月

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

①遺伝子社会学の試み――社
会学的生物学嫌いを超えて

　遺伝子実験の結果発表。ツイッターの
頻度と、イントロンの1つ「rs53576」の一
塩基多型の間に見られる関連性を指摘
した。

　遺伝子実験の結果発表。「生きにくさ」
質問への回答と、セロトニントランスポー
ター遺伝子の多型の間に見られる関連
性を指摘した。

①

②

②

③

④

④

　遺伝子実験の結果を叙述した第1部
と、各自の論文を集めた第2部から成
る。私は前者で共著論文3編、後者で
単著論文3編を執筆した。

③

（学会発表）

①

③

（その他）

②

④

②現代若者「生きにくさ」に対す
る、セロトニントランスポーター
遺伝子多型5-HTTLPRの効果

①ツイッター遺伝子の発見？
－SNP（遺伝子一塩基多型）
「rs53576」解析による遺伝子社
会学の試み－

③

④


